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京
都
。
長
岡
京
跡

図

所
在
地
　
　
　
一　
一八
都
府
向
日
市
上
植
野
町
脇
田
ほ
か
、
二
　
一八
都
市

伏
見
区
久
我
西
出
町
ほ
か

調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
九
〇
年

（平
２
）
四
月
ぞ

一
九
九

一
年
二
月
、

一
一　
一
九
九

一
年
五
月
を

一
二
月

発
掘
機
関
　
　
働
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
一　
黒
坪

一
樹

。
石
尾
政
信
ほ
か
、
二
　
鍋
田
　
勇

。
石

尾
政
信

遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

遺
跡
の
年
代
　
長
岡
京
期

（七
八
四
ど
七
九
四
年
）

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構

の
概
要

中
央
自
動
車
道
西
宮
線

（名

神
高
速
道
路
）
の
拡
張
工
事
に
伴

う
発
掘
調
査
を
、　
一
九
九

一
年

度
は
向
日
市
内
で
六
カ
所
、
京

都
市
伏
見
区
内
で
五
カ
所
に
お

い
て
実
施
し
た
。
以
下
、
木
簡

が
出
土
し
た
発
掘
調
査
の
概
要

を
記
す
。

一　
左
京
三
条
二
坊
十
五
町

（左
京
第
二
四
二
次
調
査
）

木
簡
の
出
上
し
た
場
所
は
、
平
城
京
型
の
長
岡
京
条
坊
復
原
図
で
は
、
左
京

三
条
二
坊
十
五
町
に
あ
た
る
。
自
然
地
形
は
、
桂
川
右
岸
の
氾
濫
原
で
、
旧
小

畑
川
が
西
か
ら
東
方

へ
流
れ
て
い
る
。

平
安
時
代
の
旧
河
道

（小
畑
川
）
に
よ
り
削
平
さ
れ
た
長
岡
京
期
の
堆
積
層
Ｓ

Ｘ
二
四
二
〇

一
二
か
ら
、
木
簡

・
木
製
品

・
神
功
開
宝
や
多
量
の
上
器
類
が
出

上
し
た
。
こ
の
他
に
、
長
岡
京
期
の
素
掘
り
溝
群
な
ど
が
あ
る
。

一
一　
左
京
二
条
三
坊
十

一
町

（左
京
第
二
六
七
次
調
査
）

木
簡
が
出
土
し
た
場
所
は
、
平
城
京
型
の
長
岡
京
条
坊
復
原
図
に
よ
れ
ば
、

左
京
二
条
三
坊
十

一
町
に
あ
た
り
、
二
条
条
間
大
路
が
通
る
地
点
で
あ
る
。
自

然
地
形
は
西
方
か
ら
東
方

へ
緩
や
か
に
傾
斜
す
る
桂
川
右
岸
の
氾
濫
原
に
位
置

す
る
。

調
査
地
点

（７
Ａ
Ｎ
Ｗ
Ｉ
Ｒ
地
区
）
で
名
神
高
速
道
路
沿
い
に
幅
六
ｍ
、
長
さ

四
〇
ｍ
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た
。
こ
こ
で
は
旧
耕
作
土
、
床
上
の
下
に
淡
灰

褐
色
土
の
中
世
土
器
包
含
層
が
見
ら
れ
、
そ
の
下
層
は
南
端
で
淡
い
黒
灰
粘
砂

土
層
が
堆
積
す
る
が
、
こ
れ
以
外
は
青
灰

・
暗
青
灰
粘
砂
土
層
と
な
る
。
こ
れ

ら
の
堆
積
層
を
掘
り
込
ん
だ
水
田
耕
作
に
関
わ
る
素
掘
り
溝
群

（出
土
遺
物
か
ら

中
世
の
遺
構
と
推
定
）
と
素
掘
り
溝
に
切
ら
れ
た
長
岡
京
期
の
東
西
方
向
の
溝
を

検
出
し
た
。
こ
の
溝
は
幅

一
・
五
ｍ
前
後
、
検
出
面
か
ら
の
深
さ
二
〇
を
三
〇

伽
を
測
り
、
溝
の
底
に
は
窪
み
が
見
ら
れ
た
。
溝
の
埋
土
は
上
層
で
黒
灰
色
粕
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質
土
に
暗
灰
褐
色
土
が
わ
ず
か
に
混
り
、
下
層
に
は
砂
が
堆
積
し
て
い
た
。
砂

の
堆
積
状
況
及
び
溝
底
面
の
高
低
差
か
ら
、
西
が
ら
東

へ
流
れ
て
い
た
と
推
定

さ
れ
る
。
溝
内
か
ら
は
、
木
簡
二
点

。
木
製
品

。
種
子
類

・
獣
骨
、
外
面
に
ヘ

ラ
削
り
を
施
し
た
土
師
器
の
杯
Ａ
な
ど
が
出
土
し
た
。

こ
の
溝
Ｓ
Ｄ
二
六
七
〇
三
の
南
で
は
長
岡
京
期
の
遺
構
が
存
在
し
な
い
こ
と

か
ら
、
二
条
条
間
大
路
北
側
溝
と
判
断
し
た
。
二
条
条
間
大
路
の
幅
は
、
長
岡

京
跡
左
京
第

一
六
二
次
調
査

（７
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｋ
Ｄ
地
区
）
で
検
出
さ
れ
た
二
条
条
間

大
路
南
側
溝
ｓ
Ｄ
一
六
二
〇
二
の
溝
心
と
国
土
座
標
で
比
較
す
る
と
、
三
七

・

四
ｍ
を
測
る
。
ま
た
長
岡
京
跡
右
京
第
二
八
五
次
調
査

（７
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｃ
地
区
）

で
検
出
さ
れ
た
二
条
条
間
大
路
南
側
溝
ｓ
Ｄ
二
八
五
〇
二
の
溝
心
と
国
土
座
標

で
比
較
す
る
と
、
三
三

・
四
ｍ
を
測
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
二
条
条
間
大

路
は
大
路
の
中
で
も
朱
雀
大
路
に
次
ぐ
二
条
大
路
級
の
幅
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、

長
岡
京
復
原
案
の
う
ち
で
も
、
南
北
条
坊
を
二
町
北
に
上
げ
る
説
を
補
強
す
る

資
料
と
な
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

一　
左
京
三
条
二
坊
十
五
町

①
　
。
「
□
□
□

。
「
□
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

益
契
岳

ｏ‘

木
筒
の
表
裏
に
墨
痕
が
遺
存
す
る
が
、
腐
蝕
が
甚
し
く
、
読
み
と
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
墨
痕
の
範
囲
か
ら
、
表
三
文
字
、
裏
四
文
字
の
あ

っ
た
こ
と
が
推

定
さ
れ
る
。
板
目
材
。

一
一　
左
京
二
条
三
坊
十

一
町

⑪

　

「
鯛
借

【石
津
酒
足
己

②

　

□
□
□
□

①
は
、
上
端
の
一
部
を
欠
損
す
る
が
、

一

一¶

二
①

廓
口
印

Ｇ
９

×
台
９

×
〕

Φ
‘

（３
じ
×
合
中・９
×
〕
∞
　
ｏ解

圭
頭
に
尖
ら
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

0                5an



る
。
下
端
を
折
損
す
る
。
文
字
は
二
字
あ
り
、
そ
の
下
が
空
く
こ
と
か
ら
元
来

二
字
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
字
目
が

「借
」
で
あ
り
、
文
意
が
わ
か
り

に
く
い
。
あ
る
い
は
付
札
木
簡
に
例
の
み
ら
れ
る

「鯛
謄
」
の
二
字
目
の
偏
の

肉
月
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
人
偏
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

②
は
、
上
端
が
折
損
す
る
と
と
も
に
、
割
載
さ
れ
て
い
る
。
四
文
字
が
推
定

さ
れ
、

「
石
津
酒
足
」

と
人
名
を
記
し
た
も
の
と
判
読
さ
れ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
向
日
市
文
化
資
料
館
の
清
水
み
き
氏

の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

働
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

『京
都
府
遺
跡
調
査
概
報
』
第

四
七
冊

（
一
九
九
二
年
）

（石
尾
政
信
）

埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会
編

『
坦
文
写
真
研
究
』

第
二
号

文
化
財
写
真
の
研
究
、
技
術
、
情
報
な
ど
、
写
真
を
撮
る
人
だ
け
で
な

く
、
写
真
を
使
っ
て
報
告
書
を
作
る
人
、
こ
れ
を
読
ん
で
情
報
を
得
る
人

ま
で
、
文
化
財
調
査
に
関
わ
る
人
々
に
必
携
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
書
。
年
刊
で

現
在
三
号
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
る

（第

一
号
は
品
切
）
。

Ｂ
５
判
　
カ
ラ
ー
図
版
多
数
　
一
七
〇
頁

定
価
三
〇
〇
〇
円
　
送
料
四
冊
ま
で
五
〇
〇
円

。
五
冊
以
上
無
料

申
込
先

・
〒
六
三
〇
　
奈
良
市
二
条
町
二
十
九
十

一

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
内

埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会
　
佃
　
幹
雄
　
宛

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
七
四
二
十
三
四
十
三
九
三

一

郵
便
振
替
　
一爪
都
五
十
九
九
三
〇
　
埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会




